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令和元年７月２７日（土）、２８日（日） 
監督会議 ： ２７日（土） ８時３０分  大村市総合運動公園運動広場Ａ球場本部前 
試合開始 ： ２７日（土） ９時３０分 

２８日（日） ９時３０分 
 
大村市総合運動公園運動広場黒丸グラウンド 
 
(1)郡市町中体連主催大会において出場権を獲得した単一校のチームであり、当該中体連会長
が認めたチームであること。 

(2)参加資格の特例に基づいて、単一校で出場最低人数を満たしていないチーム同士の合同チ
ームでの出場を認める。 

(3)引率・監督は、出場校の校長・教員・部活動指導員（学校教育法施行規則第７８条の２に示さ
れている者。以下同じ。）とする。監督の代行も同様とする。 

(4)コーチは学校長の認めたものとする。 
(5)チーム編成は、監督１名・コーチ１名・選手１８名の計２０名以内とする。 
(6)長崎県中学校体育連盟が主催する大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、部活動指
導員、外部指導者（コーチ）等は、部活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により、任
命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていない者であることとしている。校長はこの点を
確認して、大会申込書を作成する。なお、外部の指導者は校長から暴力等に対する指導措置
を受けていないこととする。 

 
(1)競技は２０1９年度日本ソフトボール・オフィシャルルール及び長崎県中学校総合体育大会 
ソフトボール競技実施要項による。 

(2)全試合３回１５点、４回１０点、５回以降７点以上の差を生じた場合は、コールドゲームとする。 
(3)全試合、１時間３０分の時間制を採用する。 
(4)１時間３０分ゲーム終了または７回までに勝敗が決しない場合はゲーム終了の次のイニング、
または８回から「タイブレーカー」を行う。タイブレーカーは２回を限度とし、なお同点の場合は
抽選にて決する。準決勝・決勝戦については抽選を行わず、タイブレーカーのみで勝敗を決
する。 

(5)雨天、高温等により競技運営に支障があると判断される場合は、特別ルールを採用して実施
することもある。 

 
(1)試合時のユニフォームは、同一（同色・同型）で品位を保つものであり、例外は認められない。 
(2)監督・コーチも同一（同色・同型）のユニフォーム着用を厳守し、異装の場合はいかなる理由 
があれ、ベンチ入りは許されない。 

(3)金属製及びセラミック製のスパイクの使用は禁止する。 
(4)捕手はスロートガード付マスク、ヘルメット、プロテクター、レガースを必ず着用すること。 
(5)打者・次打者・走者ともヘルメットを必ず着用すること。 
(6)ベースコーチは生徒に限る。また、ヘルメットを着用すること。 
 
(1)使用球は、ゴム検定３号球とする。 
(2)使用バットは、検定３号バットとする。 
 
各郡市町代表及び専門委員で厳正に行う。 
 
第３位まで表彰する。上位２チームは九州大会（佐賀県）の出場権を与える。 
 
県中体連事務局宛  令和元年６月２５日（火）必着 

原本１部提出（各郡市町中体連事務局より一括して申し込む） 
なお、参加料についても郡市町中体連事務局が一括して長崎県中体連事務局に振り込むこと。 
 
参加生徒一人あたり５００円とする。原則として入金後の返金はしない。 
 
(1)令和元年７月２７日（土）８時３０分、試合会場で監督会議を行う。監督は必ず監督会議に参 
加すること。その際は自校ユニフォームを着用すること。 

(2)上位２チームは、閉会式に参加すること。３位の表彰は準決勝後に行う。 
(3)試合時刻３０分前（前試合の運びを予測する）にはオーダー票５部を本部に提出すること。 
(4)登録選手の変更は、選手変更届により正式の手続きを行う。ただし、ＵＮの変更は認めない。 
(5)ベンチ入りを認められた以外のものが、ベンチ外から指示を出したり、選手を集合させたりす 
ることはできない。 

(6)メガホンは監督のみ使用できる。 
(7)九州大会参加費は九州大会申込と一緒に郵送すること。 

 


